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は じ め に

筆者は 2022年 8月 10日までに入手した資料に基づき、同年 11月、「2024年以降のアイスラ

ンドの捕鯨政策をめぐる一考察」（浜口 2022）と題する小論を発表した。同稿発表後、実際のア

イスランドの捕鯨政策については、捕鯨開始予定日前日に捕鯨開始時期の延期を命じる規則の制

定（2023年 6月）など、筆者が予期していなかった展開もあった。また 2023年限りで失効する

5年間有効な捕鯨規則への対応について、筆者は「2年間現行規則を暫定的に延長する新規則を

制定すればよい」（浜口 2022: 23）とする拙論を提示したが、実際に制定された新捕鯨規則は

2024年 1年限りであった。これらの事実から、アイスランドにおける捕鯨をめぐる政策決定の

複雑さと自らの力量不足を痛感した次第である。

本稿においては、前稿発表以降 2024年 11月 15日までに入手した資料に基づき、同期間中の

アイスランドにおける捕鯨をめぐる諸事象の展開を概括するとともに改めて 2025年以降の捕鯨

政策を展望する。続編を執筆する理由は、捕鯨規則の有効期間が従来の 5年間から 2024年 1年

限りとなったため、アイスランド政府は遅くとも 2025年のナガスクジラ捕鯨の漁期が始まる同

年 6月中、下旬までに 2025年以降の捕鯨継続の是非について、再度判断しなければならない状

況となり、その進展を事前に見通すことに意義があると考えるからである。以下、次の手順で本

稿を取りまとめていく。

第 1節においては、2023年 6月の予期していなかった捕鯨開始時期延期決定に至る過程とそ

の後の展開を概括する。第 2節では、2024年 6月の 1年限りの新捕鯨規則制定に至る経緯を約

言し、10月 17日の国会解散と 11月 30日の繰り上げ総選挙の実施が捕鯨政策に与える影響につ

いて先見する。第 3節においては、2007年総選挙から 2021年総選挙までの 6回の総選挙結果を

総括したうえで、総選挙後に捕鯨を所管するようになった親捕鯨大臣、反捕鯨大臣それぞれの捕

鯨政策とそれらが引き起こした帰結を回顧する。第 4節では、第 1節から第 3節において考察し

たことを踏まえたうえで、2025年以降のアイスランドの捕鯨政策を展望し、本稿のまとめとす

る。

本稿によりアイスランドの捕鯨政策の理解に多少なりとも貢献できれば、筆者としては幸甚で
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ある。

1．アイスランドにおける捕鯨をめぐる 2023年の動向

本稿の出発点となった前稿（浜口 2022）は、その付記においてスヴァンディス・スヴァヴァ

ルスドッティル（Svandís Svavarsdóttir）1）食料大臣（Matvælaráðherra）が 2022年 8月 10日に「捕

鯨における動物福祉面の監視に関する規則」（2022年規則第 917号）2）を制定したことを紹介して

終わっている。

同規則第 1条では、「捕鯨における動物福祉面での監視を常時実施することにより、動物福祉

を促進し、もって最小限の苦痛と最短時間で鯨を捕殺する」3）と当該規則の目的が述べられ、第 2

条においては、「食品獣医学機関（Matvælastofnun）は、捕鯨作業時に捕鯨を監督し、捕鯨方法を

映像記録化し、また動物福祉にかかわる行動を映像記録化することにより、捕鯨が『動物福祉

法』に適っているのかについて常時監視する」4）と捕鯨監視の具体的手法（捕鯨作業の映像記録

化）が規定されている。さらに第 4条では、本規則は『動物福祉法』（2013年法律第 55号）5）に

準拠していることが明示されている6）。

この「捕鯨における動物福祉面の監視に関する規則」が準拠する『動物福祉法』は、第 3節で

取り上げるアイスランドにおいて初めて捕鯨禁止海域を設定する規則を制定したステイングリム

ル・シグフソン（Steingrímur J. Sigfússon）左翼環境運動（Vinstrihreyfingin – grænt framboð）党

首が産業・イノヴェーション大臣（Atvinnuvega­ og nýsköpinarráðherra）当時に制定した法律であ

る7）。反捕鯨を党是とする政党、左翼環境運動8）に同じく所属するスヴァンディス・スヴァヴァ

ルスドッティル食料大臣は『動物福祉法』制定当時、環境・自然資源大臣（Umhverfis­ og

auðlindaráðherra）の職責を担っており9）、内閣の一員として『動物福祉法』の制定過程を知りう

る立場にあったのである。

2023年 5月 8日、食品獣医学機関は 2022年のナガスクジラ捕鯨の監視結果をまとめた『アイ

スランドにおけるナガスクジラ捕鯨に関する動物福祉監視報告書 2022年』（Jónasdóttir 2023）を

公表した。その概要は次のとおりである。

2022年漁期においてナガスクジラは 148頭捕殺され、そのうち規則施行後の 58頭について

は、監視員が捕鯨船に同乗して捕殺データを収集し、映像記録も確保している（Jónasdóttir 2023:

5）。その映像記録が確保されている 58頭中、1頭当たりの銛撃ち本数は 1本が 44頭（76％）、2

本が 12頭（21％）、4本が 2頭（3％）であり、複数回銛撃ちされた鯨は計 14頭（24％）となっ

ている（Jónasdóttir 2023: 6）。また 58頭中、即死鯨は 34頭、即死率は 59％であり、2014年漁

期の調査（調査頭数 50頭）の即死鯨 42頭、即死率 84％よりも即死率はかなり低く、銛撃ち直

後にけいれん状態に陥った 5頭（生存時間 1–5分）を即死したものとみなすとしても即死率は

67％に止まるとされている（Jónasdóttir 2023: 4, 7, 9）。

映像記録が確保されている 2022年漁期の非即死鯨 24頭の平均致死時間は 17.4分、中央値は
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11.5分、最短生存時間は 1分、最長生存時間は 120分であり、一方 2014年漁期の致死時間の中

央値は 8分、最短生存時間は 6.5分、最長生存時間は 15分であり、第一撃から死に至るまでの

時間は 2022年漁期のほうが 2014年漁期よりも長くかかっていることになる（Jónasdóttir 2023:

9）。報告書作成者（野生動物専門獣医師）の言葉を借りるならば、「一例においては、捕殺にほ

ぼ 1時間かかり、他例では捕殺に 2時間かかっている。それゆえ、それらの捕殺は非常に長い死

への闘いであり、鯨は死ぬ前に非常に苦しんだと推定しうるのである」（Jónasdóttir 2023: 6–7）

となる。

この食品獣医学機関による『アイスランドにおけるナガスクジラ捕鯨に関する動物福祉監視報

告書 2022年』の公表を受けて、捕鯨を所管するスヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食

料大臣は、「明白なことは食品獣医学機関の報告書は捕鯨産業の将来を支持していないというこ

とである」10）と述べ、一方親捕鯨の独立党（Sjálfstæðisflokkurinn）に所属するソルディス・コル

ブルン・レイクフィヨルズ・ゲルファドッティル（Þórdís Kolbrún Reykfjörð Gylfadóttir）外務大

臣（Utanríkisráðherra）は、「鯨を捕殺すべきか否か、いつ捕殺すべきか、どれぐらいの期間捕殺

すべきかについては、人によりさまざまな意見がある。しかしながら、私たちには捕鯨を許可し

ている規則があり、また経済の自由もある。捕鯨を制限するには非常に強固な根拠が必要であ

る」11）と語っている。両大臣の捕鯨をめぐる見解の相違は、捕鯨の是非については閣内に対立が

あることの一つの証である12）。

2023年 5月 22日、食品獣医学機関は『アイスランドにおけるナガスクジラ捕鯨に関する動物

福祉監視報告書 2022年』に基づき、動物福祉専門家諮問委員会に対して、「人道的捕殺が確保さ

れるような方法で大型鯨類捕鯨を継続することが可能であると考えるか否か」について、専門的

意見の提供を求め、6月 16日、動物福祉専門家諮問委員会は次のように回答している13）。

2022年夏のアイスランド沖における大型鯨類捕鯨には大きな欠陥があった。大型鯨類の捕殺

時に動物福祉を確保するために必要な条件を充たすことはできないと考える。動物福祉専門家諮

問委員会の結論は、大型鯨類の捕殺方法は『動物福祉法』の規定に適合していないことにな

る14）。

このような動物福祉専門家諮問委員会の結論を受けて、捕鯨における動物福祉面の厳格さを重

視するスヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣は、「私の考えでは、『動物福祉法』

の条件は絶対的である。当局者と捕鯨許可証保有者が動物福祉の必要条件を充足できないのであ

るならば、捕鯨活動は今後、継続できない」15）と述べ、捕鯨開始予定日前日の 2023年 6月 20日、

捕鯨開始時期の延期を命じる「捕鯨規則（1973年規則第 163号）の第 12次改正に関する規則」

（2023年規則第 642号）16）を制定し、翌日施行した。新たに制定された規則は次のとおりである。

第 1条 以下のとおり暫定規定を追加する。2023年において、ナガスクジラ捕鯨は 9月 1

日まで開始してはならない。
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第 2条 この規則は、『捕鯨法』（1949年法律第 26号）（その後の改正を含む）第 4条に基

づいて規定される。この規則は直ちに発効する17）。

このわずか 2条からなるわかりやすい規則が国内に多くの混乱をもたらした。地元メディア

は、「昨日、漁期開始の数時間前に、スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣は捕

鯨の一時停止を強行、多くの人々は不意を突かれた」18）と報じた。予期していなかっただけに、

筆者も不意を突かれた。アイスランド国会、ステファウン・ヴァグン・ステファウンソン

（Stefán Vagn Stefánsson）経済問題委員会委員長も、「正直言って、あまりに突然のことで驚い

た。それは否定できない」19）と語っている。

連立政権を構成する 3党のうち（第 3節表 1参照）、独立党党首のビャルニ・ベネディクトソ

ン（Bjarni Benediktsson）財務・経済問題大臣（Fjármála- og efnahagsráðherra）は、「連立政権形

成時に私たちは議論した。特に 3党が捕鯨中止について合意できるのか否かについて議論した。

そして私は反対した。捕鯨中止が連立政権の政策になることを拒否した。それゆえ、このように

捕鯨を中止したことに驚いているし、それについては満足していない」20）と述べ、一方進歩党

（Framsóknarflokkurinn）党首のシグルズル・インギ・ヨウハンソン（Sigurður Ingi Jóhannsson）イ

ンフラストラクチャー大臣（Innviðaráðherra）は、「捕鯨開始日の前日に中止決定をなすことは、

行政の比例原則に反している」21）と語り、両党首とも食料大臣による捕鯨の一時停止決定を批判

している。

これに対して、スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣が所属する左翼環境運動

の党首でもあるカトリン・ヤコブスドッティル（Katrín Jakobsdóttir）首相は、「［食料大臣の決定

は］『動物福祉法』に基づく明確な見解である。食料大臣は正しい決定を行ったと考えている」22）

と述べ、長年活動を共にしてきた同僚と同一歩調を取っている。

捕鯨開始予定日前日に捕鯨の一時停止を命じられ、莫大な損害を被ることになった捕鯨会社ク

ヴァルル社（Hvalur hf.）のクリスチャン・ロフトソン（Kristján Loftsson）社長は、「青天の霹靂

であった。［…］このようなことが続き、それが許されるならば、ビジネス界にとっては悪い兆

候である」、「この国がどうなっているのかと言えば、極端な共産主義者が食料省

（Matvælaráðuneytið）を支配し、政府の仕事を除いて、すべてを憎んでいるようである。スヴァ

ンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣は明らかに新しい統治を試みている」23）と語り、

食料大臣の決定に猛反発している。

クヴァルル社は、2023年 7月 7日、スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣に

よる捕鯨開始時期の延期を命じた規則制定に関して、国会オンブズマン（Umboðsmaður

Alþingis）に対して不服申し立てを行った24）。不服申立書において、食料大臣は捕鯨開始時期の

延期を命じた規則制定にかかる法的権限を欠いており、また同大臣は本件について政府内で十分

検討していない、との主張がなされている25）。このクヴァルル社による不服申し立てに対する国

会オンブズマンの回答（意見書）は 2024年 1月 5日に提出され26）、その後のアイスランドにお
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ける捕鯨をめぐる議論に大きな影響を与えることになるが、そのことについては第 2節において

取り上げる。

クヴァルル社による国会オンブズマンに対する不服申し立てから 4日後の 2023年 7月 11日、

スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣は、大型鯨類の捕殺が『動物福祉法』と

『捕鯨法』に適合する形で実施できるようにするために捕鯨方法と捕鯨道具に改善ができるのか

否かについて検討する作業部会を食料省内に設置、同作業部会は 8月 28日、大型鯨類の捕殺方

法を改善することは可能であるとする『ナガスクジラ捕鯨における逸脱率を減じる方法の評価に

かかる食料省作業部会報告書』（Matvælaráðuneytið 2023）を提出した。

この食料省作業部会報告書によれば、作業部会がもっとも適用可能と考える是正措置には、新

型式の照準器、新しい銛綱、新しい銛綱収容器、改善された射程距離推定、および捕鯨砲手と乗

組員の訓練と経験が含まれるとされている（Matvælaráðuneytið 2023: 37）。

2023年 8月 31日、スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣は食料省作業部会報

告書の内容に沿う形で新規則「ナガスクジラ捕鯨規則」（2023年規則第 895号）27）を制定、翌日

施行した。この「ナガスクジラ捕鯨規則」は本文 15条と銛撃ち目標部位を明示した二つの別表

からなり、動物福祉面を重視した規定が多く含まれている。その条項の一部を以下に紹介してお

く。

第 1条 目的、範囲、基本原則

第 3項 捕鯨実施時、常に鯨を即死させることを目的とすべきである。

第 4項 ナガスクジラに対して最小限の苦痛かつ可及的速やかに仕留める方法で、捕鯨は

実施されなければならない。ナガスクジラに不必要な損傷、あるいは苦痛を与える方法を

用いることは禁止する。

第 2条 用語集

即死：鯨が 1分以内に死亡したと考えられる時。

第 4条 捕鯨道具

第 1項 捕鯨道具は、ナガスクジラが即死、もしくは最小限の苦痛かつ可及的速やかに捕

殺されるように用いられなければならない。

第 5条 捕鯨条件

ナガスクジラ捕鯨は日中に実施されなければならない。加えて、即死をもたらす外的条件

でなければならない。とりわけ、波高、気象条件、可視性に注意が払われなければならな

い。しかしながら、上述した状況にかかわらず、再銛撃ちした場合は、鯨を追跡し捕殺を

完了させることが義務である。捕鯨者は傷を負わせた鯨を仕留めるためにあらゆる努力を
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なす義務を負っている。

第 7条 銛撃ち実施

第 1項 銛撃ち時、捕鯨砲は別表Ⅰにおいて定められている部位を狙わなければならな

い。

第 2項 鯨は安全な距離から銛撃ちしなければならない。しかしながら、25メートル以

上離れて銛撃ちしてはならない。

第 3項 銛撃ち角度は、別表Ⅱにおいて示されているように、鯨体の縦軸に対して 45度

から 135度でなければならない28）。

捕鯨開始時期の延期を命じた規則はわずか 2条の簡単なものであったが、捕鯨再開を認める規

則は仔細に及んでいる。捕鯨従事者は可能な限り苦痛を与えず、最小限の時間で鯨を捕殺するこ

とが求められているのである。スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣が捕鯨にお

ける動物福祉面の厳格さを最大限追求した結果であった。

この新規則の施行により、クヴァルル社は 2023年 9月 1日よりナガスクジラ捕鯨が可能となっ

たが、悪天候と捕鯨船内に不法侵入した外国人反捕鯨活動家の妨害行為のため、捕鯨船 2隻の出

港は遅れ、実際の捕鯨開始は 9月 6日になった29）。結局、2023年漁期はわずか 24日間の操業に

終わり、ナガスクジラ 24頭を捕殺するにとどまった30）。スヴァンディス・スヴァヴァルスドッ

ティル食料大臣の不意打ちで始まったナガスクジラ捕鯨の 2023年漁期をめぐる騒動はこのよう

にして幕を閉じたのである。

本節を総括する。反捕鯨を党是とする政党に所属し、捕鯨における動物福祉面の厳格さを重視

する政治家が捕鯨を所管する大臣になれば、捕鯨はどうなるのであろうか。その結果は 2023年

のアイスランドにおけるナガスクジラ捕鯨をめぐる顛末をみれば、一目瞭然である。アイスラン

ド水域内における許可証保有者による捕鯨の権利を認めている『捕鯨法』が存在する限り31）、反

捕鯨の大臣といえども、当該法律に拘束される。そこで、スヴァンディス・スヴァヴァルスドッ

ティル食料大臣は、自らが精通する『動物福祉法』を持ち出し、それに準拠して「捕鯨における

動物福祉面の監視に関する規則」を制定、動物福祉面から捕鯨の制限を図ったのである。

「捕鯨における動物福祉面の監視に関する規則」に基づいて作成された『アイスランドにおけ

るナガスクジラ捕鯨に関する動物福祉監視報告書 2022年』において、報告書作成者は即死しな

かった 24頭のうち、致死時間がほぼ 1時間と 2時間の 2頭を取り上げて、ナガスクジラ捕鯨の

非人道性をことさら強調しているが、その他 22頭の致死時間は 1分から 25分までであり

（Jónasdóttir 2023: 7 Mynd 5）、例外的な 2頭を強調するのか、それとも例外的でない 22頭に力点

を置くのかで受け取る印象は大きく異なる。

揺れる捕鯨船から泳いでいるナガスクジラを銛撃ちすれば、完璧を期しても、風や波ほか自然
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現象などの外在的要因により時には予想外の不首尾も起こる。それを一定の範囲内で許容しなけ

れば、捕鯨は存立しえないであろう。家畜を食肉用に処理するのと野生動物を捕殺するのは本質

的に異なっていると筆者は考えるが、「最短時間かつ最小限の苦痛により動物を死に至らせると

いう義務が、捕鯨に従事する者にもウシやヒツジの食肉処理に従事する者にも課せられる」32）と

するスヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣は、野生動物に依拠する人々の暮らし

よりも動物福祉を優先する別の信念を抱いているようである。

動物福祉専門家諮問委員会という外部委員会を用いて、捕鯨開始時期の延期という自らの政策

実現にお墨付きをもらう。それにより捕鯨を一時停止させ、ナガスクジラ捕鯨の漁期（例年は 6

月中、下旬から 9月末まで）の最終盤に、より厳しい条件の下で実質 1か月間だけ捕鯨実施を容

認する新規則を制定、要件に適合する申請者には捕鯨を許可せざるを得ない『捕鯨法』からの逸

脱を回避し、ナガスクジラの捕殺数を前年の 148頭から 24頭まで減じせしめた。2023年、スヴァ

ンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣はナガスクジラ 124頭の命を救ったのである。

2．アイスランドにおける捕鯨をめぐる 2024年の動向

ナガスクジラ捕鯨にかかる 2023年漁期の開始時期を延期する食料大臣による規則制定に関し

て、捕鯨会社クヴァルル社が 2023年 7月 7日に国会オンブズマンに対して不服申し立てを行っ

たことについては第 1節において取り上げた。本件について 2024年 1月 5日、捕鯨開始時期を

延期する規則は『捕鯨法』の中に十分な根拠を持っておらず、規則の制定と施行は比例性の要件

を充たしていなかったとする国会オンブズマンの回答（意見書）が提出された33）。2024年新年

早々からアイスランド捕鯨をめぐる論争は騒々しい幕開けとなった。重要な意見書であるので、

原典から引用しておく。

大臣が『捕鯨法』に基づく権限を行使する際、同法の目的を無視し、『動物福祉法』が確保

することを意図した利益のみに焦点を当てることはできない。問題となっている規則を発効

させる際に、大臣が『捕鯨法』の目的を考慮した、あるいは動物福祉への配慮と統合しよう

としたとも思えない。従って、オンブズマンの見解では、大臣がこの規則を発効させる際

に、『捕鯨法』第 4条に十分明確な根拠がなかったということである。［下線筆者］

クヴァルル社は、2023年 6月の状況下では、法律が変更されない限り、原則として夏の間、

経済活動を継続できると信じる正当な理由があった。従って、規則の発効は、クヴァルル社

の立場と利益に関する予告なしの著しく負担の大きい措置が含まれていたと考えざるを得な

い。特に同社の正当な期待に鑑みて、規則が発効された当時の状況下では、同社の立場と利

益に見合った厳格な要件を定める必要があった。オンブズマンの見解では、この規則の発効

は比例性の要件を充たしておらず、この点において法律に準拠していなかった34）。［下線筆

― １４５ ―



者］

国会オンブズマンは、現行の『捕鯨法』（1949年制定）の下では、捕鯨を動物福祉面から過度

に規制することはできないこと、捕鯨開始予定日前日に捕鯨の一時停止を命じることは、得られ

る利益（ナガスクジラの生命尊重）に対して与える犠牲（クヴァルル社の経済的損失）が大きす

ぎることを明確に指摘している。法律論的にはクヴァルル社側の勝利であるが、その一方で国会

オンブズマンは規則の発効に起因する状況は終息したため（ナガスクジラ捕鯨が再開されたた

め）、大臣に特別な勧告を行う理由はないとしている35）。

この国会オンブズマンの意見書に対して、スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大

臣は、責任のある大臣として動物福祉専門家諮問委員会の見解に鑑みて捕鯨の一時停止しか選択

肢はなかったと語り36）、カトリン・ヤコブスドッティル首相も、「この意見書は大臣辞任の理由

になるとは考えない」37）と食料大臣を擁護している。

これに対して、連立与党独立党のヒルドゥル・スヴェリスドッティル（Hildur Sverrisdóttir）国

会議員団長は、「本件については行政の比例原則に違反していると最初から主張していた。この

ことが確証された。私の考えでは、その種の見解は結果を伴う」38）と暗に食料大臣の辞任を求め

ている。また野党の海賊党（Píratar）も食料大臣の辞任を求め39）、同じく野党の国民党（Flokkur

fólksins）と中道党（Miðflokkurinn）は食料大臣に対する不信任動議の提出を検討している40）。

クリスマス休暇があけ、国会が再開された 2024年 1月 22日、国民党はスヴァンディス・ス

ヴァヴァルスドッティル食料大臣に対する不信任動議を提出したが、同日食料大臣が乳がん手

術・治療のために病気休暇に入ることを明らかにしたため、国民党は不信任動議を取り下げてい

る41）。

スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣が病気休暇に入ってから 3日後の 2024

年 1月 25日、クヴァルル社は国会オンブズマンの意見書を根拠として、捕鯨一時停止により被っ

た損害に対する賠償を国に求める文書を法務官（Ríkislögmaður）に提出42）、さらに 1月 30日、

ナガスクジラにかかる捕鯨許可証の今後 5年間ないし 10年間の更新を食料省に申請した43）。こ

の 1月 30日という日付については留意しておく必要がある。

そのクヴァルル社による捕鯨許可証の更新申請から 1週間後の 2024年 2月 6日、食料大臣代

行を務めるカトリン・ヤコブスドッティル首相は捕鯨政策の法的枠組みを検討し、将来の捕鯨政

策の根拠となる報告書を提出する作業部会（作業部会員は元最高裁判所長官 2人と環境・自然資

源法、行政法、海洋法を専門とする大学教授および准教授 3人の計 5人）を設置した44）。本件作

業部会設置はスヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣が病気休暇に入る前に決めて

いたものである45）。この作業部会について、カトリン・ヤコブスドッティル首相は「作業部会の

仕事は捕鯨に関する将来の法制化の基礎となりうると私は考える。その後、捕鯨を継続するのか

否か、あるいは何がなされるべきなのかについては、常に政治的決断である」46）と語っている。

2024年 4月 3日、乳がん手術・治療を終えたスヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食
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料大臣が職務に復帰、それを待ち構えていたかのように、イースター休暇があけて国会が再開さ

れた 4月 8日、国民党は食料大臣に対する不信任動議を再提出した47）。通常、不信任動議は数日

以内に議題に掲げられ、粛々と処理されるが、今回は事情が違った。

スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣が職務復帰してから 2日後の 2024年 4

月 5日、カトリン・ヤコブスドッティル首相は 6月 1日に実施される大統領選挙に立候補するこ

とを突如表明し、4月 8日付で首相を辞任、国会議員も辞職した48）。（なお、6月 1日に実施され

た大統領選挙において、カトリン・ヤコブスドッティル前首相は次点に終わり落選している49）。）

2024年 4月 9日、後任首相には与党第 1党独立党の党首ビャルニ・ベネディクトソン外務大

臣が就任、スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣はインフラストラクチャー大臣

に回り、左翼環境運動所属のビャルキー・オルセン・グンナルスドッティル（Bjarkey Olsen

Gunnarsdóttir）議員が食料大臣に就任した50）。この結果、国民党が提出したスヴァンディス・ス

ヴァヴァルスドッティル食料大臣に対する不信任動議は上程されず、棚ざらしにされることに

なったのである。この首相交代劇において、首相は左翼環境運動から独立党に、財務・経済問題

大臣は独立党から進歩党に移ったが、捕鯨を所管する食料大臣は左翼環境運動に留まったことに

も留意しておきたい51）。

ところで、新任のビャルキー・オルセン・グンナルスドッティル食料大臣は捕鯨についてどの

ように考えているのであろうか。反捕鯨を党是とする政党、左翼環境運動に所属しているので、

大体想像がつくし、実際そのとおりである。メディアは過去の発言も探し出してくる。2019年 2

月に当時のクリスチャン・ソウル・ユウリウソン（Kristján Þór Júlíusson）水産・農業大臣

（Sjávarútvegs- og landbúnaðarráðherra）が 2019年から 2023年まで 5年間のナガスクジラとミンク

クジラの捕鯨を認める規則を制定した際（第 3節参照）、ビャルキー・オルセン・グンナルス

ドッティル議員は「非常に失望した」と語っている52）。さすがに、大臣就任時には捕鯨を許可す

るか否かに関する質問には返答を避けたが、それでも「予想できる鯨肉市場はない一方、鯨肉市

場がなければ、経済的価値はないので、捕鯨が持続的であるとは考えられない。私たちのもっと

も重要な産業の一つである観光業を危険にさらすべきではない」53）とも述べている。就任日当日

で新食料大臣の捕鯨政策の方向性は読み取れるのである。

新食料大臣就任直後に受けた取材において、クヴァルル社のクリスチャン・ロフトソン社長

は、食料省への捕鯨許可申請からおおよそ 50日後に同省から申請にかかる質問書が届き、その

質問書には食料省は 1年間有効な捕鯨許可証の発給を検討中であることが記されていた旨を明ら

かにしている54）。このような食料省の方針に対して、同社長は、「私から見れば、左翼環境運動

に所属する大臣に率いられている食料省は国会オンブズマンの意見書を気にも留めておらず、戦

略的に捕鯨を廃止しようとし続けている。捕鯨許可証発給のめどが立たなければ、捕鯨開始に必

要な従業員を雇用することも物資を購入することもできない」55）とかなりの苛立ちを示している。

2024年 4月 17日、国会の事前通告なしの質問の場で、海賊党のビョルン・レヴィ・グンナル

ソン（Björn Leví Gunnarsson）議員と中道党のベルグソウル・オウラソン（Bergþór Ólason）議員
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は、ビャルキー・オルセン・グンナルスドッティル食料大臣に捕鯨許可証発給問題について質

問、これに対して食料大臣は、「いつ結果を出せるのかについて正確に言うことはできないが、

審査を迅速に行うよう心がけている」、「『捕鯨法』は審査期間については述べていないが、行政

機関としては漁期開始間際まで審査を引き延ばすことはよくない」、「私が言えることは、本件に

関して決定を行う前に必要ないくつかのデータを待っているということだけである」と回答して

いる56）。

この国会での回答から 41日後の 2024年 5月 28日、ビャルキー・オルセン・グンナルスドッ

ティル食料大臣は海洋淡水調査研究所（Hafrannsóknastofnun）、食品獣医学機関、水産局

（Fiskistofa）の政府 3機関とアイスランド旅行業協会（Samtök ferðaþjónustunnar）ほか 13利害関

係団体に対して捕鯨許可申請にかかる意見書を 6月 4日までに提出するよう求め57）、さらに 6月

5日、これら 3機関 13利害関係団体の意見書に対する見解をクヴァルル社に求めた58）。『捕鯨

法』において規定されている海洋淡水調査研究所への意見聴取は当然であるが59）、他 2機関 13

利害関係団体を意見聴取の対象に加えることにより最終決定を多少なりとも遅らせる効果はあっ

たはずである。

2024年 6月 11日、クヴァルル社が捕鯨許可証の更新申請を行ってから 133日目にようやく結

論が出た。同日付で 2024年のナガスクジラ捕鯨を認める新規則「捕鯨規則（1973年規則第 163

号）の第 13次改正に関する規則」（2024年規則第 694号）60）が制定され、クヴァルル社に捕鯨許

可証が発給された61）。以下にその新規則を掲げておく。

第 1条 本条第 2項第 1文章および第 3文章中の「2019年、2020年、2021年、2022年およ

び 2023年」を「2024年」に差し替える。

第 2条 附則第 1条を次の文章に差し替える：2024年におけるナガスクジラの総捕殺可能

数は、東グリーンランド＝西アイスランド海域においては 99頭、東アイスランド＝フェ

ロー諸島海域では 29頭とする。

第 3条 この規則は『捕鯨法』（1949年法律第 26号）第 4条に基づいて規定され、直ちに

発効する62）。

従来は、慣例的に 5年間有効な捕鯨規則が制定され（第 3節参照）、総捕殺可能数も海洋淡水

調査研究所の助言において規定されている数値がそのまま規則に用いられてきた。最新（と言っ

ても、2017年公表であるが）の海洋淡水調査研究所によるナガスクジラ捕鯨にかかる助言では、

「2018年から 2025年において、ナガスクジラの年間捕殺数は、東グリーンランド＝西アイスラ

ンド海域においては 161頭を超えてはならず、東アイスランド＝フェロー諸島海域では 48頭を

超えてはならない」63）とされており、2019年から 2023年まで有効であった「捕鯨規則（1973年
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規則第 163号）の改正に関する規則」（2019年規則第 186号）64）では、助言において規定されて

いる数値がそのまま規則に用いられていた。

海洋淡水調査研究所の助言は 2025年までであるため、その助言を新規則に用いるのであれば、

新規則の有効期限を 2024年もしくは 2025年までとすることの根拠となる。ビャルキー・オルセ

ン・グンナルスドッティル食料大臣は、捕鯨法の改正を議論している作業部会の結論が出る前に

2年間の捕鯨許可証を発給することは正しくないとして65）、1年間有効の捕鯨規則を制定してい

る。別の考え方として、海洋淡水調査研究所は 2026年以降の助言に向けて 2024年 6月からアイ

スランド沖での広範囲の鯨類生息数調査を始めているので66）、5年間の新規則を制定し、2026年

以降の総捕殺可能数については、海洋淡水調査研究所の助言公表後に反映させる手法もある。旧

規則附則第 1条では、「2019年、2020年、2021年、2022年および 2023年のナガスクジラとミン

ククジラの総捕殺可能数は、海洋淡水調査研究所の助言において規定されている数とする」67）と

規定されていたので、「2019年、2020年、2021年、2022年および 2023年」を「2024年、2025

年、2026年、2027年および 2028年」に修正すれば、事足りる。結局のところ、1年間ないし 2

年間の新規則とするのか、前例を踏襲し 5年間の新規則とするのかは政治的判断である。ビャル

キー・オルセン・グンナルスドッティル食料大臣は、自らの政治的判断により有効期間のもっと

も短い 2024年 1年間の新捕鯨規則を制定したのである。

旧規則では海洋淡水調査研究所の助言どおり、東グリーンランド＝西アイスランド海域におい

ては年間 161頭のナガスクジラの捕殺が認められていたが、新規則では 99頭に削減された（東

アイスランド＝フェロー諸島海域では捕鯨が実施されていないので、考察の対象から除外す

る）。おおよそ 38.5％の削減率である。ビャルキー・オルセン・グンナルスドッティル食料大臣

によれば、99頭という数値は、「予防的手法に基づいており、資源の持続可能な利用を重視する

政府の姿勢を反映している」68）とのことであるが、海洋淡水調査研究所の助言にある 161頭とい

う数値自体、北大西洋海産哺乳動物委員会（North Atlantic Marine Mammal Commission:

NAMMCO）の科学委員会において「安全かつ予防的である」（NAMMCO 2017: 8）として認め

られたものであった。99頭という数値は、161頭という元々資源の持続的利用が可能である数値

から政治的判断に基づき、さらに切り込んだ数値なのである。要するに同食料大臣は、法律上捕

鯨許可証を発給せざるをえないが、政治的・信条的理由から最短期間かつ最少数の捕鯨許可とし

たのである。

その一方、反捕鯨を党是とする政党、左翼環境運動に所属する政治家が、親捕鯨政党と連立政

権を組んでいるため、一見捕鯨推進と受け取られる政策に関与することは不本意であろう。ビャ

ルキー・オルセン・グンナルスドッティル食料大臣は、「捕鯨に反対であるという私の個人的な

見解にもかかわらず、アイスランドの法律に従わなければならなかった」69）と釈明し、カトリ

ン・ヤコブスドッティル前首相から暫定的に左翼環境運動党首の座を引き継いだグズムンズル・

インギ・グズブランドソン（Guðmundur Ingi Guðbrandsson）社会問題・労働市場大臣（Félags-

og vinnumarkaðsráðherra）も、「今日でもアイスランドにおいて捕鯨を禁止することが左翼環境運
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動の政策である。今回の決定はこの方向への一歩である。昨年、捕鯨は一時停止され、また捕鯨

規則は強化された。私たちはアイスランドにおいて捕鯨を禁止するという目標をめざして進んで

いる」70）と強気の発言をしている。党内的にはこれらの発言は受け入れられるかもしれないが、

世間には受け入れられない。マスキナ社（Maskína）の世論調査によれば、2021年総選挙時に

12.6％あった左翼環境運動の支持率は、2024年 8月には 4.6％まで落ち込んでいる71）。

ビャルキー・オルセン・グンナルスドッティル食料大臣は不承不承ながら、最低限の捕鯨許可

証を発給した。では、その最低限の捕鯨許可証を受け取ったクヴァルル社はどうなのか。クリス

チャン・ロフトソン社長の発言を読む限りは、最低限以下であった。

クリスチャン・ロフトソン社長は、「食料大臣が、捕鯨のような事業が一日の通告で実施でき

ると考えているならば、ほとんどのアイスランド人と同じではなく、どこか違う惑星に住んでい

る人物である。捕獲割当もなく、準備のしようがなかった」72）と語り、捕鯨許可証発給の遅れに

よる人員および資材の準備不足のため、「この夏中、動かない」73）として、2024年漁期のナガス

クジラ捕鯨の断念を明らかにしている。しかしながら、同社長は、「最後のナガスクジラは捕殺

されたと思いますか」との問いには、「そのようには考えていない」74）と答え、2025年以降の捕

鯨実施に含みをもたせている。

このような捕鯨許可証発給をめぐる騒動、混乱を受けて、親捕鯨の野党、中道党は 2024年 6

月 18日、クヴァルル社の捕鯨許可申請について、規則に従わず、その処理を過度に遅れさせた

という理由により、ビャルキー・オルセン・グンナルスドッティル食料大臣に対する不信任動議

を提出した75）。

本件不信任動議は 2024年 6月 20日採決に付され、提案者の中道党に加えて、同じく野党の海

賊党、社会民主同盟（Samfylkingin – jafnaðarflokkur Íslands）、国民党、改革党（Viðreisn）も提案

者とは異なる反捕鯨の立場から賛成したが、賛成 23、反対 35、棄権 1、事前届け出による欠席

2、欠席 2で否決された76）。議場に入ったうえで、棄権した 1人を造反者と呼べるか否かは難し

いところであるが、最後にその議員を取り上げておく。

この棄権した与党独立党所属のヨウン・グンナルソン（Jón Gunnarsson）前法務大臣

（Dómsmálaráðherra）は、「棄権という決定には食料大臣自身と大臣が取った手法に対するある程

度の不信任を含んでいる」77）と述べている。反捕鯨の水産・農業大臣が退任日前日に捕鯨禁止海

域を再拡大する規則を制定したため、息子が経営するミンククジラ捕鯨会社が事実上操業停止に

追い込まれたという苦い経験を有する前法務大臣の反捕鯨側に対する強い苛立ちの表れだったの

かもしれない（第 3節参照）。

2024年 8月 22日付のメディア報道によれば、クヴァルル社はビャルキー・オルセン・グンナ

ルスドッティル食料大臣の行政手法と 2024年 1月 30日に提出した捕鯨許可申請にかかる処理手

続きについて、「計画的な非効率性」があるとして、再度国会オンブズマンに対して不服申し立

てを行っている78）。同じメディアの 9月 14日付報道によれば、このクヴァルル社の不服申し立

てを受けて、国会オンブズマンは、食料大臣に対して以下の質問に回答するように要請してい
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る。

クヴァルル社のナガスクジラ捕鯨許可申請について、政府の決定は可及的速やかになされなけ

ればならないという行政法の基本原則にどのように従っていたのか。『捕鯨法』によれば、海洋

淡水調査研究所が唯一の意見提出機関であるのにもかかわらず、なぜ食料省は他の 15組織から

意見を求める必要があると考えたのか。クヴァルル社への捕鯨許可が 2009年以来の慣行である

5年間ではなく、2024年限りとされたのはいかなる理由によるのか。この決定を下すにあたり、

クヴァルル社の商業的利害に関して比例性が評価されたのか否か、またどのように評価されたの

か79）。これらの質問に対する食料大臣の回答を踏まえて、国会オンブズマンは何らかの意見書を

提出するはずである。その内容が注目されるのである。

アイスランド政界は 2024年 9月末から激動する。同時期にスヴァンディス・スヴァヴァルス

ドッティル・インフラストラクチャー大臣が何らかの政治的思惑から 2025年春の総選挙実施を

公然と唱え出し、連立政権を構成する与党 3党間に軋みが目立ち始めてきた80）。そのような流れ

の中、10月 4日から 3日間の日程で開催された左翼環境運動の全国党大会において、スヴァン

ディス・スヴァヴァルスドッティル大臣がカトリン・ヤコブスドッティル前党首（前首相）のあ

とを受けて左翼環境運動党首に正式に選出され、また「連立政権は終わりに近づいており、来春

総選挙を実施すべきである」との決議も採択されている81）。

このままではスヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル左翼環境運動党首に連立政権運営の

主導権を握られると判断したビャルニ・ベネディクトソン首相は、2024年 10月 13日、突如と

して連立政権の解消と 11月 30日の総選挙実施を発表した82）。同首相は 10月 15日、ハッラ・ト

ウマスドッティル大統領に国会解散と総選挙実施を提案し、同大統領もこの提案を承認、10月

17日に国会が解散され、11月 30日の総選挙実施が正式に決定されたのである83）。

これに対して、スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル左翼環境運動党首は、2024年 10

月 15日、翌日以降の同党所属の 3閣僚（捕鯨を所管するビャルキー・オルセン・グンナルス

ドッティル食料大臣も含む）の内閣からの引き揚げを決定し84）、連立政権を組んでいた独立党と

進歩党から完全に袂を分かった。

食料大臣を兼務することになったビャルニ・ベネディクトソン首相は、2024年 10月 24日、

国会内親捕鯨派の重鎮、ヨウン・グンナルソン前法務大臣を食料大臣の食料省における特別代表

に任命、食料省における事務処理を委ねた85）。翌 10月 25日、ビャルニ・ベネディクトソン首相

（食料大臣）は、クヴァルル社から捕鯨許可申請が食料省に届いていることを確認したうえで、

「時間があれば、捕鯨許可証は発給される可能性もある」と語っている86）。

国会解散後、2024年 10月末までは捕鯨許可証発給に向けて事務処理は順調に進むかにみえて

いたが、11月に入り、不可解な事件が起こった。11月 7日、イスラエルの諜報機関モサドの退

職者らが設立した民間会社の関係者を名乗る人物からアイスランドのメディアに、スイスの不動

産投資家を装った人物とヨウン・グンナルソン前法務大臣の息子との捕鯨許可をめぐる会話を含

む隠し撮りされた録画が提供され87）、11月 13日にはその録画がテレビ番組でも公開された88）。
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隠し撮りされたのが首相（食料大臣）の代理として食料省内の事務処理を委ねられたヨウン・グ

ンナルソン前法務大臣の息子で、彼自身もミンククジラ捕鯨にかかわったことのある人物であっ

ただけに、反響はあった。

本件について、ビャルニ・ベネディクトソン首相（食料大臣）は、「ヨウン・グンナルソン食

料省特別代表にはどのような案件に対しても結論を出す権限はなく、また捕鯨許可申請の処理に

は携わらないであろう」と語り89）、許認可権をもつ首相（食料大臣）が自らの責任と権限で捕鯨

許可申請を処理することを明らかにしている。『捕鯨法』の下では、許可要件が充たされていれ

ば、所管大臣は申請者に対して捕鯨許可証を発給しなければならない。従って、首相（食料大

臣）は、隠し撮りされた録画に影響されることなく、速やかに捕鯨規則を制定し、捕鯨許可証を

発給するはずである。

本節を総括する。スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣が乳がんに罹患し、病

気休暇に入ったことは気の毒なことであったが、食料大臣代行となったカトリン・ヤコブスドッ

ティル首相の業務量が増加し、結果としてクヴァルル社の捕鯨許可申請にかかる事務処理を遅ら

せる名目上の理由になった。またスヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣の職務復

帰からわずか 2日後に、カトリン・ヤコブスドッティル首相が突如大統領選挙への立候補を表明

し、首相を辞任した。首相交代、内閣改造の結果、スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル

食料大臣がインフラストラクチャー大臣に回り、後任の食料大臣にはビャルキー・オルセン・グ

ンナルスドッティル議員が就任したことも、クヴァルル社の捕鯨許可申請にかかる事務処理を遅

らせる効果はあった。

法律上捕鯨を許可せざるを得ないことを理解していたスヴァンディス・スヴァヴァルスドッ

ティル食料大臣は、2023年には捕鯨開始予定日前日に捕鯨開始時期の延期を命じる規則を制定

し、漁期が残り 1か月となった時点で新捕鯨規則を制定、捕鯨の再開を認めた。2024年につい

ても、規則上は捕鯨が可能であるとしても、現実的には（準備が間に合わず）捕鯨ができなくな

る限界近くまで捕鯨許可証の発給を遅らせることを考えていたはずである。後任のビャルキー・

オルセン・グンナルスドッティル食料大臣はその路線に従うだけでよかった。それゆえ、首相が

左翼環境運動から独立党に移っても、食料大臣の地位は左翼環境運動が保持する必要があった。

もちろん、スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣が留任することもできたが、イ

ンフラストラクチャー大臣に回った方が不信任動議の採決を回避でき、より都合がよかったので

ある。

食料大臣就任以降、動物福祉重視の観点から法律の範囲内（国会オンブズマンの意見書では、

一部法律の範囲を逸脱していた）で捕鯨活動を阻止しようと試み、かなりの成功を収めたスヴァ

ンディス・スヴァヴァルスドッティル大臣であったが、左翼環境運動党首に選出される前後に、

2025年春の総選挙実施を求めて政争を引き起こした結果、捕鯨を取り巻く状況は激変した。

スヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル左翼環境運動党首の思惑どおりに政界が動くこと
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を阻止するため、ビャルニ・ベネディクトソン首相は突如国会解散、2024年 11月 30日の総選

挙実施に踏み切った。これに対抗する形でスヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル左翼環境

運動党首は内閣からの左翼環境運動所属 3閣僚の引き揚げを実行したが、その結果、捕鯨を所管

する食料大臣の職務はビャルニ・ベネディクトソン首相が担うことになったのである。

捕鯨許可をめぐる会話を含む隠し撮りされた録画の公開という予期されていなかった出来事は

あったが、ビャルニ・ベネディクトソン首相による食料大臣の兼務、ヨウン・グンナルソン前法

務大臣の食料大臣特別代表就任、クヴァルル社による捕鯨許可申請、これら一連の流れから判断

すれば、早ければ 2024年 11月 30日の総選挙以前に、遅くとも総選挙後の新政権成立までに、

2025年以降の捕鯨規則が制定され、クヴァルル社に対して 2025年以降の捕鯨許可証が発給され

る可能性が高いと考えられるのである。

国会解散後も左翼環境運動に所属するビャルキー・オルセン・グンナルスドッティル議員が食

料大臣の地位にとどまっていれば、このような事態は生じていなかった。内閣からの左翼環境運

動所属の全閣僚の引き揚げを決定したスヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル左翼環境運動

党首の短慮が引き起こした大失態であった。

3．アイスランド政治と捕鯨90）

アイスランド国会の定数は 63議席、全国は 6選挙区に分かれ、その 6選挙区に 6議席から 12

議席、計 54議席が割り当てられ、さらに 6選挙区に 1議席から 2議席、計 9議席の調整議席が

割り当てられている91）。選挙は拘束名簿式比例代表制で実施され、6選挙区ごとに政党名簿に 1

票を投票、まず 6選挙区ごとにドント方式により、各政党に 54議席が配分され、次に全国合計

で有効投票数の 5％以上を得た政党にドント方式により、調整議席 9議席が配分される（三輪

2006: 74–75）。選挙制度はいくぶん複雑であるが、政権を担当するためには、単独政権であれ、

連立政権であれ、32議席以上が必要である。

以下、本節においては、2007年 5月 12日に実施された総選挙から 2021年 9月 25日に実施さ

れた総選挙までの計 6回の総選挙結果と捕鯨政策との関係を取り上げる。2007年 5月 12日に実

施された総選挙から取り上げるのは、同総選挙後、2008年のリーマン・ショックを経て、2009

年にアイスランド政治史上で初めての反捕鯨連立政権（一般的に言えば、アイスランド政治史上

で初めての中道左派＝左派連立政権）が誕生し（表 1）、その後の捕鯨をめぐる混乱の始まりと

なったからである。
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2008年 9月 15日、アメリカの投資銀行リーマン・ブラザーズ・ホールディングス（Lehman

Brothers Holdings Inc.）が経営破綻し、世界的金融危機を引き起こした。アイスランドにおいて

もこのリーマン・ショックがもたらした被害は甚大であった。同年 10月、わずか 3日間でアイ

スランドの金融体制の 85％を占めていたすべての巨大銀行が倒産し（Jónsson and Sigurgeirsson

2016: 82）、通貨アイスランド・クローナ（ISK）も、2008年年始には 1ユーロ＝92.4ISK であっ

たが、年末には 1ユーロ＝171.5ISK まで下落し、全面的な通貨安となった（Gunnlaugsson and

Agnarsson 2019: 133）。その結果、賃金で支払われるアイスランド人の持つ通貨の貨幣価値は国

際市場では半分になり、全ての輸入製品の価格は倍になった（Pálsson and Durrenberger 2015:

xvii）。

このような国家的な経済危機を背景にして、アイスランドにおいても 2008年 10月以降、反政

府運動が高まり、独立党と社会民主同盟による連立政権が崩壊、2009年 1月 29日、新たに社会

民主同盟と左翼環境運動による暫定連立政権が組織された（Bernburg 2015: 63–64）。そして同年

4月 25日に実施された総選挙での勝利を受けて、正式に社会民主同盟と左翼環境運動による中

道左派＝左派連立政権が発足したのである（Wade and Sigurgeirsdóttir 2010: 22）（表 1）。

社会民主同盟は親 EU96）（EU は 2008年にその共通理念として「反捕鯨」を採択しているので

（高橋 2009: 41）、親 EU は必然的に反捕鯨となる）、左翼環境運動は反捕鯨を党是としているの

で、中道左派＝左派連立政権の下、捕鯨政策の転換は必然であった。そのため、社会民主同盟と

左翼環境運動による暫定政権が発足する日の前日の 1月 28日、独立党所属のエイナル・グズ

フィンソン（Einar K. Guðfinnsson）水産・農業大臣は、2009年から 2013年までの 5年間、毎年

表 1 アイスランドの政党、政治姿勢、EU 観、捕鯨観、総選挙結果一覧

政党名 政治姿勢 EU 観 捕鯨観 2007/5/12 2009/4/25 2013/4/27 2016/10/29 2017/10/28 2021/9/25

独立党 右派 非 EU 親捕鯨 ◎○25 16 19 ◎21 ○16 16（＋1）
社会民主同盟 中道左派 親 EU 反捕鯨 18 ◎20 9 3 7（＋1） 6

左翼環境運動 左派 非 EU 反捕鯨 9 ○14 7 10 ◎11（－2） ◎○8
進歩党 中道右派 非 EU 親捕鯨 7 9 ◎○19 8 8 13

自由党 － － － 4 － － － － －
市民運動 － － － － 4 － － － －
明るい未来 中道右派 親 EU 反捕鯨 － － 6 4 － －
海賊党 中道左派 親 EU 反捕鯨 － － 3 10 6（＋1） 6

改革党 中道右派 親 EU 反捕鯨 － － － ○7 4 5

中道党 ポピュリスト 反 EU 親捕鯨 － － － － 7 3（－1）
国民党 ポピュリスト 反 EU 反捕鯨 － － － － 4 6

i）総選挙結果については、ウィキペディアによる92）。
ii）表中、薄灰色は連立政権構成政党、◎は首相の所属政党、○は捕鯨を所管する大臣の所属政党を表している。
iii）各政党の政治姿勢、EU 観、捕鯨観につては、別掲資料93）に基づき筆者が判断した。
iv）2017年総選挙結果の（＋）（－）は、総選挙後に左翼環境運動から 2議員が離党し、社会民主同盟と海賊党に入
党したことを表している94）。
v）2021年総選挙結果の（＋）（－）は、総選挙後に中道党から 1議員が離党し、独立党に入党したことを表している95）。
vi）自由党、市民運動については、本稿と直接かかわらないので、取り扱わない。
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ナガスクジラ 150頭とミンククジラ 100頭の捕殺を認める「捕鯨規則（1973年規則第 163号）

の改正に関する規則」（2009年規則第 58号）97）を制定し、親捕鯨水産・農業大臣として最後の大

仕事を果たしたのであった。

暫定連立政権誕生時に水産・農業大臣に就任し、正式の連立政権発足後も引き続き水産・農業

大臣を務めていたステイングリムル・シグフソン左翼環境運動党首は、エイナル・グズフィンソ

ン前水産・農業大臣が制定した捕鯨規則を取り消そうと試みたが、結局は果たせなかった98）。し

かしながら、ステイングリムル・シグフソン水産・農業大臣は、2009年 4月 29日、アイスラン

ドにおいて初めて捕鯨禁止海域を設定する「特定海域における捕鯨禁止規則」（2009年規則第

414号）99）を制定し、反捕鯨の水産・農業大臣として成果をあげた。その結果、首都レイキャ

ヴィクを取り囲むファクサ湾の一定海域と北部アイスランドのエーヤ湾、スキャウルファンディ

湾において捕鯨が禁止されることになり、それらの海域はホエール・ウォッチング専用海域となっ

たのである。

将来における経済危機を回避するための憲法改正、家庭や企業における諸問題を取り扱うため

の法的・社会的・財政的改革といった野心的政策を持って発足した社会民主同盟と左翼環境運動

による中道左派＝左派連立政権は、多くの分野において成功したとされているが（Pálsson and

Durrenberger 2015: xxvi）、前政権時に民間銀行が海外で作り出した巨額の債務を公的資金により

肩代わりしようとする政策が世論の反発を受け、両党の支持率を急激に下落させた（塩田 2023:

189）。その結果、2013年 4月 27日に実施された総選挙において両党の議席数は半減し、進歩党

と独立党による中道右派＝右派連立政権（親捕鯨連立政権）が誕生することになったのである

（表 1）。

政権交代のため退任することになったステイングリムル・シグフソン産業・イノヴェーション

大臣（水産行政を所管）は、2013年 5月 21日、最後の置き土産として、新たな「特定海域にお

ける捕鯨禁止規則」（2013年規則第 469号）100）を制定し、ファクサ湾における捕鯨禁止海域（ホ

エール・ウォッチング専用海域）を前規則よりも外側に拡大した。この厄介な置き土産に対し

て、後任の進歩党所属のシグルズル・インギ・ヨウハンソン水産・農業大臣は 1か月半後の同年

7月 5日、前任者の制定した規則を取り消し、捕鯨禁止海域（ホエール・ウォッチング専用海

域）を元の位置に戻す「特定海域における捕鯨禁止規則」（2013年規則第 632号）101）を制定し

た。反捕鯨政治家と親捕鯨政治家によるホエール・ウォッチングと捕鯨をめぐる綱引きの一つの

結果であった。さらにシグルズル・インギ・ヨウハンソン水産・農業大臣は、2013年 12月 12

日、2014年から 2018年までの 5年間の捕鯨期間と 2014年についてはナガスクジラ 154頭とミ

ンククジラ 229頭の捕殺を認める「捕鯨規則（1973年規則第 163号）の改正に関する規則」

（2013年規則第 1116号）102）を制定し、親捕鯨の水産・農業大臣としてその存在感を発揮したの

であった。

2016年 4月 5日、節（脱）税目的で海外の租税回避地（タックス・へイヴン）を利用してい

た各国著名人を暴露した「パナマ文書」に夫婦ともども名前が出たため（パナマ・ペーパー・ス
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キャンダル）、進歩党党首のシグムンズル・ダヴィズ・グンロイグソン（Sigmundur Davíð

Gunnlaugsson）首相が退任し、上述の捕鯨禁止海域（ホエール・ウォッチング専用海域）の拡大

を取り消し、さらに 2014年から 5年間有効な捕鯨規則を制定したシグルズル・インギ・ヨウハ

ンソン水産・農業大臣が後継首相に就任した103）。このパナマ・ペーパー・スキャンダルの影響

により、総選挙日程も繰り上げられ（本来は 2017年実施）、2016年 10月 29日実施となった。

この繰り上げ総選挙の結果、2017年 1月 11日、独立党、改革党、明るい未来の 3党による連

立政権が発足し（表 1）、水産・農業大臣には改革党のソルゲルズル・カトリン・グンナルス

ドッティル（Þorgerður Katrín Gunnarsdóttir）議員が就任した104）。これら 3党のうち、改革党と

明るい未来は親 EU105）、従って反捕鯨である。この 3党連立政権もビャルニ・ベネディクトソン

首相（独立党党首）の父親が重大な性犯罪者の服役後の権利回復に便宜を図ったことが明るみに

出て（ピードファイル・スキャンダル）、同年 9月 15日、あっけなく崩壊した106）。

2017年 10月 28日に実施された総選挙の結果、翌 11月 30日、今度は第 2党左翼環境運動の

カトリン・ヤコブスドッティル党首を首班とする左翼環境運動、独立党（第 1党）、進歩党（第

3党）による左派＝右派＝中道右派 3党連立政権が成立した（第一次カトリン・ヤコブスドッ

ティル政権）（表 1）。この新政権が発足する前日の 11月 29日、ソルゲルズル・カトリン・グン

ナルスドッティル水産・農業大臣は、またまた最後の置き土産として捕鯨禁止海域（ホエール・

ウォッチング専用海域）を廃止された規則（2013年規則第 469号）107）が定めた海域まで再拡大

する新たな「特定海域における捕鯨禁止規則」（2017年規則第 1035号）を制定した108）。この退

任する水産・農業大臣による新規則制定は、国際動物福祉基金（International Fund for Animal

Welfare: IFAW）やホエール・ウォッチング事業者らによるロビー活動を受け入れた結果であっ

た109）。ミンククジラ捕鯨会社社長（第 2節において取り上げたヨウン・グンナルソン前法務大

臣の息子）の話によれば、過去 10年間に捕殺されたミンククジラの 82.3％は再拡大された捕鯨

禁止海域内であったので110）、この新規則制定のミンククジラ捕鯨に与えた影響は大きかった。

実際、ミンククジラは 2018年に 6頭捕殺されたあと（Hamaguchi 2021: 36 Table 1）、事実上捕鯨

停止に追い込まれている。

カトリン・ヤコブスドッティル首相率いる新政権の水産・農業大臣には独立党所属のクリス

チャン・ソウル・ユウリウソン前教育・科学文化大臣（Mennta- og menningarmálaráðherra）が就

任した111）。クリスチャン・ソウル・ユウリウソン水産・農業大臣はシグルズル・インギ・ヨウ

ハンソン元水産・農業大臣のように拡大された捕鯨禁止海域を元に戻す措置は取らなかったが、

2019年 2月 19日、2019年から 2023年までの 5年間、毎年ナガスクジラ 209頭（東グリーンラ

ンド＝西アイスランド海域 161頭、東アイスランド＝フェロー諸島海域 48頭）とミンククジラ

217頭の捕殺を認める「捕鯨規則（1973年規則第 163号）の改正に関する規則」（2019年規則第

186号）112）を制定し、親捕鯨の水産・農業大臣として忠実にその職責を果たしたのであった。こ

のあと、2021年 9月 25日に実施された総選挙の結果を受けて、第 2次カトリン・ヤコブスドッ

ティル政権が発足（表 1）、反捕鯨を党是とする左翼環境運動所属のスヴァンディス・スヴァ
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ヴァルスドッティル前厚生大臣（Heilbrigðisráðherra）が水産・農業大臣（のちにアイスランド政

府の機構改革により「食料大臣」113）に名称変更）に就任するのである114）。スヴァンディス・ス

ヴァヴァルスドッティル食料大臣の捕鯨に関連する諸施策とそのもたらした（悪）影響は第 1

節、第 2節において詳細にみてきたとおりである。

本節を総括する。本節においては、2007年 5月に実施された総選挙から 2021年 9月に実施さ

れた総選挙まで計 6回の総選挙と捕鯨との関係を取り上げた。表 1を再見する。2007年 5月、

2013年 4月、2017年 10月の総選挙後に成立した政権においては親捕鯨の政党が捕鯨を所管する

大臣の地位を握り、2009年 4月、2016年 10月、2021年 9月の総選挙後に成立した政権では反

捕鯨の政党が捕鯨を所管する大臣の地位を獲得している。総選挙後に成立した政権ごとに捕鯨を

所管する大臣は親捕鯨、反捕鯨と順番に入れ替わっているのである。このようにしてみれば、全

体としては親捕鯨と反捕鯨との間で案外調整が取れていたのかもしれないのである。

また親捕鯨の大臣在職時には、2009年から 2013年まで、2014年から 2018年まで、2019年か

ら 2023年まで、それぞれ 5年間有効な捕鯨規則が制定され、一方反捕鯨の大臣在職時には、捕

鯨禁止海域を新たに設定する規則、捕鯨禁止海域を拡大する規則、捕鯨禁止海域を再拡大する規

則が制定されている。それらに関して、親捕鯨大臣が 1回、反捕鯨大臣が 2回、退任日の前日に

規則を制定している。個別に取り上げれば、親捕鯨大臣、反捕鯨大臣の双方がかなり恣意的に政

策実現を図っているように見受けられるが、これらも全体としてみれば、過度に親捕鯨になりす

ぎず、また過度に反捕鯨にもなりすぎない、政権を超えたそれなりに調整の取れた政策運営に

なっていたのかもしれないのである。

その点からすれば、動物福祉を重視する反捕鯨の立場から捕鯨を制限する規則を三つ制定した

2021年 11月就任のスヴァンディス・スヴァヴァルスドッティル食料大臣は異色の（信念に基づ

く）大臣であったのかもしれない。同大臣の評価は歴史に委ねたい。

4．2025年以降のアイスランドの捕鯨政策を展望する

第 2節の終わりでみたように、2024年 10月 17日の国会解散直後に食料大臣を兼務したビャ

ルニ・ベネディクトソン首相は、早ければ 11月 30日の総選挙以前に、遅くとも総選挙後の新政

権成立までに、2025年以降に適用される捕鯨規則を制定し、クヴァルル社に対して 2025年以降

の捕鯨許可証を発給する可能性が高い。

その捕鯨規則は 2009年以降慣例であった 5年間有効な規則となり（第 3節参照）、鯨類捕殺枠

に関しては、捕鯨にかかる海洋淡水調査研究所の助言が有効である 2025年については、ナガス

クジラが 209頭（東グリーンランド＝西アイスランド海域 161頭、東アイスランド＝フェロー諸

島海域 48頭）115）、ミンククジラが 217頭116）となることが見込まれる。2026年以降の鯨類捕殺枠

については、2025年以降に発表される海洋淡水調査研究所の新助言に含まれる数値が反映され
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るはずである。

従って、クヴァルル社は 2025年においてナガスクジラが最大限 161頭捕殺可能となる（同社

は東アイスランド＝フェロー諸島海域では捕鯨を実施していない）。2022年に同社は 161頭の捕

殺枠内で 148頭を捕殺している。では、クヴァルル社は 2025年にナガスクジラ捕鯨を実施する

のであろうか。この点に関して簡単には判断できない。なぜならば、同社が捕殺したナガスクジ

ラからの生産物はほぼ全量日本に輸出されてきたからである。直近では、2022年 12月 20日に

ナガスクジラ産物 2576トンがアイスランドから日本に輸出され、2023年 2月 8日に山口県下関

港に到着している117）。その輸出価格は 27億 7100万アイスランド・クローナ（26億 6000万円、

1ISK＝0.96円換算）であった118）。

それらアイスランド産ナガスクジラ産物の輸入元である共同船舶株式会社は 2024年、1976年

以来 48年ぶりに北太平洋においてナガスクジラの商業捕鯨を再開し、8月 1日に岩手県沖で 1

頭を捕殺、年内に最大限 59頭の捕殺をめざしている119）。この年間最大捕殺数 59頭のナガスク

ジラ捕鯨は少なくとも 4年間は続くことになっている120）。問題は同社が今後も引き続きアイス

ランド産ナガスクジラ産物を輸入するのかである。

共同船舶株式会社の所英樹代表取締役社長は、2024年 10月 16日、日本外国特派員協会にお

いて同社の捕鯨事業について記者会見を行っている121）。その記者会見における質疑応答の場で、

ある参加者から「今後、アイスランド産ナガスクジラ肉を輸入する予定はありますか」122）という

質問が出たのに対して、所社長は「アイスランドは、今年は捕鯨をしていません。従って、来年

輸入する肉はありません」、「われわれも今のところは十分なアイスランドの鯨肉の在庫があるの

で、輸入することは現在のところは考えていません」123）と回答している。

所社長の回答は、「当面、アイスランド産ナガスクジラ産物を輸入しない」と理解するのが普

通であるが、「将来、アイスランド産ナガスクジラ産物の在庫が減少し、同産物が供給されるの

であるならば、輸入を考えることもある」との解釈も可能である。いずれにせよ、共同船舶が今

後アイスランド産ナガスクジラ産物を輸入するのか否かは、手持ちのアイスランド産ナガスクジ

ラ産物の売れ行き動向と日本近海における自社によるナガスクジラ捕鯨の成否にかかっているの

である。

この共同船舶を取り巻く状況をクヴァルル社がどう判断するのか。その判断については見通し

を立てにくい。2025年以降数年以内に共同船舶がアイスランド産ナガスクジラ産物を輸入する

可能性があるとクヴァルル社が判断すれば、同社は 2025年ナガスクジラ捕鯨を実施することも

ありうるというのが、現時点（2024年 11月中旬）における筆者の見立てである。

ここまでが 2025年のアイスランドにおけるナガスクジラ捕鯨の展望である。次に 2026年以降

のナガスクジラ捕鯨について考えてみる。その際の判断材料になるのは、2024年 11月 30日実

施の総選挙結果である。簡単に言えば、総選挙の結果、親捕鯨政党を中心とする連立政権が形成

されるのか、それとも反捕鯨政党を中心とする連立政権が形成されるのかにかかっているという

ことである。本稿は総選挙実施前に執筆しているので、世論調査を参考にして、連立政権構成を
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推し量ることになる。

以下、表 2として、2021年 9月 25日実施の総選挙結果124）、マスキナ社による世論調査結果

（2024年 10月 22–28日調査、回答者 1708人）125）、ギャラップ社による世論調査結果（2024年

10月 1–31日調査、回答者 5011人）126）対比表を掲げておく。

この対比表からわかるように、2024年 10月中旬まで連立政権を構成していた独立党、進歩

党、左翼環境運動の 3党は大きく支持率を落としており、11月 30日実施の総選挙ではかなりの

議席数を減らすことが予想される。特に左翼環境運動は議席喪失の恐れもある。一方、現在野党

の社会民主同盟は大きく議席数を伸ばし、第 1党になる可能性が高い。また改革党、中道党も躍

進が見込まれている。

このような状況を踏まえて、政治学者（アイスランド大学名誉教授）のオウラフル・ハルザル

ソン（Ólafur Harðarsson）は、総選挙後に社会民主同盟と改革党および第 3の少数政党からなる

連立政権が誕生する可能性が高いとしている127）。この場合の連立政権に加わる第 3政党を考え

てみる。国民党と中道党はポピュリスト政党であり、今回の総選挙でも強硬な反移民（反難民）

政策を主唱しており128）、どの政党も連立政権は組みにくい。その一方、10月中旬まで 3党連立

政権に参加していた進歩党は比較的穏健な中道右派であり129）、ポピュリスト政党を除くどの政

党との連立政権にも大きな障害はない。

マスキナ社調査によれば、社会民主同盟の獲得予測議席数は 16議席、改革党同 12議席、進歩

党同 5議席、計 33議席となり、国会の過半数 32議席を超え、これら 3党で連立政権を構成する

ことが可能となる。一方ギャラップ社調査では、社会民主同盟の獲得予測議席数は 18議席、改

表 2 総選挙結果、マスキナ社世論調査結果、ギャラップ社世論調査結果、対比表

総選挙結果（2021年 9月 25日）

政党名 独立党 進歩党 左翼環境
運動

社会民主
同盟 国民党 海賊党 改革党 中道党 社会党

支持率（％） 24.4 17.3 12.6 9.9 8.9 8.6 8.3 5.5 4.1

議席数 16 13 8 6 6 6 5 3 0

マスキナ社世論調査結果（2024年 10月 28日）

政党名 独立党 進歩党 左翼環境
運動

社会民主
同盟 国民党 海賊党 改革党 中道党 社会党

支持率（％） 13.9 6.9 3.9 22.2 9.3 4.5 16.2 15.9 4.0

議席数 10 5 0 16 7 1 12 12 0

ギャラップ社世論調査結果（2024年 11月 1日）

政党名 独立党 進歩党 左翼環境
運動

社会民主
同盟 国民党 海賊党 改革党 中道党 社会党

支持率（％） 17.3 6.5 4.1 23.8 7.8 5.4 13.5 16.5 4.5

議席数 12 4 0 18 5 3 9 11 1
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革党同 9議席、進歩党 4議席、計 31議席に終わり、過半数に 1議席不足する。それゆえ、これ

ら 3党を補完する第 4党が必要となる。

2024年 10月末現在、アイスランドの首都レイキャヴィク市では、社会民主同盟、改革党、進

歩党、海賊党の 4党が連立政権を組み、市長と市議会議長を擁立している130）。従って、これら

4党により国政においても連立政権を構成することは十分考えられる。ギャラップ社調査による

海賊党の獲得予測議席数は 3議席であり、社会民主同盟、改革党、進歩党の議席 31議席と合わ

せて 34議席となる。4党連立政権の誕生も見込めるのである。

では、社会民主同盟、改革党を中心とする連立政権が誕生した場合、アイスランドの捕鯨政策

はどうなるのか。当然、捕鯨政策は大きく変わることが見込まれる。社会民主同盟、改革党、海

賊党は反捕鯨政党である（第 3節、表 1参照）。進歩党は親捕鯨政党ではあるが、連立政権内の

力関係（議席数）から反捕鯨政策への抑止力にはなりえない。第 2節においては紙幅の関係で取

り上げなかったが、2023年 9月に野党議員 15人（海賊党 6人、国民党 4人、社会民主同盟 3

人、改革党 2人）が反捕鯨法案、「捕鯨禁止にかかる諸法の改正について」131）を共同提案してい

る。

同法案は『捕鯨法』（1949年法律第 26号）132）を廃止して、鯨類を『野生鳥類・哺乳類の保護、

管理および狩猟に関する法律』（1994年法律第 64号）133）の下で保護、管理することをめざして

いる134）。新連立政権誕生後、連立与党は 2023年 9月に提案された反捕鯨法案と同様の法案を上

程し、反捕鯨法の制定をめざすであろう。同法案審議にどれくらいの時間がかかるのかは不確か

であるが、2025年中に成立する可能性が高い。そうなれば、アイスランドにおいては 2026年以

降、捕鯨は禁止されることになるのである。

この予想される 2026年以降の捕鯨禁止に対して、クヴァルル社はどのように対応するのであ

ろうか。クリスチャン・ロフトソン同社社長は 1943年 3月生まれであり135）、2025年のナガス

クジラ捕鯨の漁期前に 82歳になる。またクヴァルル社が保有する 2隻の捕鯨船は 1948年、1952

年建造であり（浜口 2017: 129）、2025年には建造後 77年、73年になる。筆者自身、これら捕

鯨船の船内を見学したことがあり、これまで丁寧に維持管理されてきたことは十分理解できた

が、それでも少しずつ老朽化は進んでいる。目下のところ、後継社長も後継捕鯨船も定かではな

い。

さらにアイスランド産ナガスクジラ産物をほぼ全量輸入してきた日本の共同船舶が 2024年よ

り日本近海においてナガスクジラ捕鯨を再開したことも、クヴァルル社にとっては大きな問題に

なりつつある。アイスランド産ナガスクジラ産物はすべて冷凍品であるが、日本近海で捕殺され

るナガスクジラは生鮮品も提供可能であり、市場価値は高いと見込まれる。共同船舶が自社によ

るナガスクジラ捕鯨事業を軌道に乗せたあと、アイスランド産ナガスクジラ産物の輸入継続の保

証はない。日本がアイスランド産ナガスクジラ産物の輸入を中止すれば、クヴァルル社の商品の

行き先はない。クヴァルル社にとって、ナガスクジラ捕鯨の将来の見通しは立てにくいのであ

る。
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本節を総括する。アイスランドにおいては、2026年以降、法律により捕鯨が禁止されること

が十分想定される。捕鯨会社の経営者は高齢となり、捕鯨船も老朽化している。またアイスラン

ド産ナガスクジラ産物の唯一の輸出先である日本市場についても先行きは暗い。これらのことを

総合すれば、2025年漁期に可能ならばナガスクジラを最大限 161頭捕殺し、2023年に捕殺した

ナガスクジラ 24頭とあわせて日本に輸出したあと、クヴァルル社がナガスクジラ捕鯨から撤退

することも十分考えられるのである。

お わ り に

筆者は科研費を用いて 2016年から 2018年までの 3年間、毎年 7月から 8月にかけてアイスラ

ンドにおいて捕鯨にかかる現地調査を実施した。捕鯨関係者への面談に加えて、捕鯨船や鯨体処

理施設を見学し、2018年にはナガスクジラの解体作業にも立ち会うことができた。本稿でも取

り上げたクヴァルル社のクリスチャン・ロフトソン社長には毎年お会いし、いろいろな話をお聞

きすることができた。感謝するしだいである。加えて、毎年ホエール・ウォッチングにも参加

し、死んだナガスクジラだけではなく、生きているザトウクジラ、ミンククジラ、ハナジロカマ

イルカなどとも出会い、鯨類がもつさまざまな魅力を体感することができた。

2020年以降はコロナ禍と定年退職が相俟って、海外調査に赴くことができないでいる。従っ

て、本稿の基礎は主としてウェブ上での資料調査、関係者へのメール照会などが中心となってい

る。文化人類学を専攻する者として、現地調査に出かけられないことは残念ではあるが、出来る

範囲内での執筆を心がけた。そして出てきた結論は、アイスランドにおいては 2026年以降、捕

鯨が中止される可能性が高いということであった。1980年代半ば以降、日本を含む世界の捕鯨

文化を調査してきた筆者にとって、アイスランドからナガスクジラ捕鯨が消えることは残念なこ

とである。この結論については、遅くとも 2026年には検証が可能である。静かにその時を待ち

たい。いずれまたアイスランドを訪問できる機会がやってくることを期待しながら、本稿を終え

たい。

付記
以下、初校段階において入手した最新情報を記しておく。2024年 11月 30日に実施された総選挙結果を

受けて、第 1党となった社会民主同盟（15議席獲得）、第 3党となった改革党（同 11議席）、第 4党となっ
た国民党（同 10議席）による新連立政権が 12月 21日に発足した。その一方、ビャルニ・ベネディクト
ソン首相（食料大臣）は新連立政権発足に先立つ 12月 4日、「捕鯨規則（1973年規則第 163号）の第 14

次改正に関する規則」（2024年規則第 1442号）を制定、クヴァルル社に対して 5年間有効なナガスクジラ
捕鯨許可証を、他一社に対して 5年間有効なミンククジラ捕鯨許可証を発給した。捕殺枠については、第
4節において想定したとおりの数値であった（2024年 12月 22日）。

謝辞
本稿の一部は、筆者による以下の口頭発表を書き改めたものである。①「2024年以降のアイスランド捕

鯨を展望する」（国立民族学博物館一般公開シンポジウム「日本の商業捕鯨の現状を考える」、2023年 5月

― １６１ ―



28日）、②「アイスランドにおける捕鯨一時停止決定をめぐって」（新・海洋生態系捕鯨検討委員会第 2回
委員会、2023年 8月 18日）、③「アイスランドにおける国会解散、総選挙実施と捕鯨への影響について」
（新・海洋生態系捕鯨検討委員会第 17回委員会、2024年 11月 15日）。①の主催者、岸上伸啓国立民族学
博物館教授（2024年 4月、同館名誉教授）、②③の主催者、小松正之一般社団法人生態系総合研究所代表
理事および当日コメントをいただいた参加者各位にお礼申し上げます。また岸上名誉教授からは本稿草稿
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